
盤
古
説
話
と
記
紀
…
騨
話

康

m問'rA円

報

雄

記
紀
一
柳
生
み
榊
誌
と
盤
古
設
誌
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
嘗
っ
て
、
順
序
と
し
て
中
閣
の
盤
古
設
誌
が
自
本
の
一
記
紀
紳
話
の
中
に
入
っ
て
く
る

可
能
性
が
あ
っ
た
か
、
ま
た
そ
の
流
入
の
必
然
性
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
た
い
川
。
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず
、
盤
古

、
そ
れ
が
文
献
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
時
代
、
す
な
わ
ち
三
閣
の
時
代
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
中
留
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る。

一
方
、
彼
我
一
期
協
の
交
渉
は
、
襟
昔
前
の
地
理
志
に
、

「
楽
浪
の
海
中
に
倭
人
あ
り
。
分
れ
て
百
絵
図
と
な
る
。
歳
時
を
以
て
来
り
て
献
見
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す
る
と
去
ふ
」
と
あ
る
の
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
も
、
時
に
盛
衰
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

の
時
代
に
な
る
と
、
南
王
朝
間
に
深
い
交
渉
の
あ
F

っ
た
こ
と
が
宋
警
の
倭
図
俸
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
惰
の
時
代
に
な
る
と
、
わ
が

い
て
き
た
。
南
朝
劉
宋
(
四
二
O
J
四
七
八
)

推
十
日
朝
と
の
問
に
盛
ん
な
交
渉
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
わ
が
閣
は
、
彼
の
問
問
干
の
文
化
を
放
牧
す
る
こ
と
に
非
常
な
熱
意
と
努
力
を
傾
け

る
こ
と
に
な
る
。
'
機
十
日
説
話
が
彼
の
地
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
時
代
は
、
大
鰻
に
お
い
て
彼
我
の
翻
交
も
亦
漸
く
盛
ん
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た

h
y
M
 

時
期
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
流
入
の
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
♀
ま
た
盤
古
が
南
方
系
設
話
で
あ
っ
、
朝
廷
と
の
交
渉
を
も
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
も
、
こ
の
可
能
性
を
大
き
く
す
る
。

ち
な
み
に
宋
混
同
倭
関
俸
と
惰
警
倭
関
俸
に
よ
っ
て
、
日
本
紳
話
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
る
と
、
宋
警
に
お
け
る
が
ご
と
き
時

期
よ
り
も
、

る
が
ご
と
き
状
態
に
お
い
て
、
そ
の
成
立
の

の
記
事
を
検
討
す
る
に
、
そ
の
朱
よ
り
す
る
五
王
の
許
債
は
、
最
後
の
倭
王
武
に
率
一
つ

立三

、
3
3
・、

ら
れ
る
。
有
名
な
倭
の
五
主
に
つ
い
て
の
宋

ら
れ
て
い
る
c

と
は

顕
在
コ
ヰ

H
H
コ7
6
1
4ノ



mm
二
年
武
よ
り
す
る
上
表
文
は
、

所
を
締
法
寸
し
、

天
援
に
蹄
娯
し
」
と
、 「
封
慰
は
M
W
遂
に
し
て
、
藩
を
外
に
作
す
」

彼
に
劉
し
臣
殿
を
執
っ
て
警
か
れ
て
い
る
。
「
臣
、
下
患
な
り
と
雄
も
、
祭
な
く
も
先
絡
を
胤
い
き
、
統
ぶ
る

」
れ
に
針
し
、

こ
の
文
が
錦
化
人
に
よ
っ
て
警
か
れ
た

矯
と
か
、
在
韓
の
将
軍
漣
に
よ
っ
て
警
か
れ
た
潟
と
か
、

「
使
持
節
都
督
、
倭
・
百
済
・
新
緑
・
任
那
・
加
経

い
ろ
い
ろ
鼎
護
も
あ
る
が
、
こ
の
上
表
に
お
い
て
倭
王
武
が
得
ょ
う
と
願
っ
た
。

安
東
大
将
軍
、
倭
閤
王
」
の
総
統
が
、
順
守
に
よ
っ
て
、

そ
の
ま
ま
は
認
め
ら
れ
ず
、
百
済
の
二
学
を
除
、
き
、
七
関
諸
軍
事
を
六
図
諸
軍
事
と
し
て
許
さ
れ
る
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、

思
磁
を
執
っ
た
上
表
文
の

れ
た
恕
出
が
分
る
。
恐
ら
く
こ
の
よ
表
文
は
錦
化
人
等
に
よ
っ
て
蕎
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
錦
化
人
以
外

に
よ
っ
て
響
か
れ
た
と
し
て
も
、
結
果
は
類
似
の
文
章
と
し
て
残
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
事
情
や
、
文
章
の
底
に
あ
る
精
一
仰

は
、
か
の
誇
り
高
き
磁
土
統
治
の
一
別
々
に
闘
し
て
詰
っ
た
雄
大
な
榊
話
の
精
一
脚
と
は
背
反
す
る
。
ま
た
上
表
文
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
王

朝
の
関
心
が
文
化
政
策
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
は
見
ら
れ
な
い
。
五
世
紀
は
ま
だ
記
紀
紳
話
の
よ
う
な
、
文
化
政
策
上
の
産
物
の
現
わ
れ
て
く

る
時
代
で
は
な
い
o
階
警
の
倭
関
俸
の
記
事
は
大
捜
わ
が
推
古
天
皇
時
代
の
事
情
を
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
引
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
わ
が
閣

の
制
度
が
次
第
に
整
い
、
文
化
的
に
限
受
め
て
ゆ
く
有
様
が
彼
等
の
自
に
吹
っ
て
い
る
状
態
が
う
か
が
わ
れ
る
。
わ
が
使
者
は
、
「
開
く
、
海

西
の
菩
藤
天
子
、
霊
ね
て
俳
法
を
興
す
と
、
故
に
遣
わ
し
て
抑
制
奔
せ
し
め
、
衆
ね
て
沙
門
数
十
人
、
来
っ
て
俳
法
を
皐
ぶ
」
と
文
化
扱
牧
の
熱

意
を
一
部
し
、
つ
鉄
王
は
天
を
以
て
兄
と
な
し
、
日
を
以
て
弟
と
な
す
」
と
閣
情
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
わ
が
悶
凶
器
一
聞
に
、
「
日
出
づ
る
庭
の
天
子
、

の
者
の
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日
波
す
る
践
の
天
子
に
致
す
、
並
一
山
無
き
や
、
一
お
ん
こ
と
述
べ
て
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
ぁ
、
ま
り
に
有
名
で
あ
る
。
後
論
す
る
よ
う
に
、
一
記

紀
一
柄
話
の
中
に
は
、
推
十
日
朝
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
の
要
素
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
時
期
が
併
話
作
製
時
代
の
中
に

含
ま
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
内
に
蘇
我
氏
と
い
う
一
大
敵
閣
を
か
か
え
な
が
ら
、
内
政
・
外
交
に
、
ま
た
率
衡
の
部
に
大
飛

躍
を
示
し
た
こ
の
推
古
靭
と
い
う
時
代
は
、
…
静
一
話
作
製
の
趨
程
に
L

あ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
精
一
制
約
高
揚
の
時
代
で
あ
る
。

£
、
ゴ
し
己
ム

ms不
良
二
、
比
ロ
吋
悶
+
ザ
「
ノ

J
3
日
一

=
5伊
世
話
一
官
民
治
生
目
白
骨

C

天
皇
家
、

入
」
つ
、
込
ん
で
ム
く
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
な
ら
、
次
一
イ
ア
て
り
必
然
性
を
検
討
す
る
の
が
順
序
で
あ
る
。
ま

の
組
先
の
物
語
、
と
い
う
性
格
を
非
常
に
張
く
持
っ
て
い
る
こ
と
が
京
一
認
さ
れ
、
わ
が
閣
の
天

の



れ子
るを
~、-=i公

'- ぷ王f
-/-

6ぞ) 1.つ

ろす
う(6)に
つ用
L、
り

れ
-r 
Q 

天
由
三ヨ三

の

、
中
関
ょ
っ
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
容
易
に
な
さ

概
念
が
中
閣
の
ご
穴
，
間
三
ょ
っ
来
て
い

る
と
す
れ
ば
、
!
日
本
で
従
来
用
い
ら
れ
て
い
た
総
放
で
は
、
大
地
域
の
支
配
者
と
な
っ
た
後
の
擢
威
保
持
に
不
便
な
た
め
、
こ
う
い
う
も
の

ま
で
中
閣
に
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
蛍
時
の
事
情
ょ
っ
考
え
て
、

i
日
本
の
天
皇
の
租
先
の
物
語
つ
も
、
中
閣
の
「
天
皇
)
の

，烈
A

ネ
ロ
こ
、

Z
山山叩

-r，口、
d

、

物
語
と
い
う
性
格
が
強
く
、
日

祖
先
の
物
語
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
可
能
性
は
大
き
い
。
そ
し
て
中
路
に
お
い
て
、
一
ニ
圏
一
ょ
っ
南
北
郭
の
時
代
に
か
け
て
つ
天
皇
」
の
組
と
さ
れ

た
の
が
、
盤
古
と
呼
ぶ
榊
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
中
間
に
お
い
て
盤
古
が
文
献
に
は
じ
め
て
現
れ
て
く
る
の
は
、
一
ニ
関
一
英
の
徐
整
の
三
五
欝
記

で
あ
ろ
う
。
こ
の
蕎
は
、
多
く
は
散
供
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
議
文
類
家
・
太
平
御
悼
ん
等
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て
見
る
に

一
蔦
八
千
天
地
開
問
、
清
間
断
箆
天
、
潟
陰
危
地
、
盤
古
在
英
中
、

米
有
天
地
之
時
、
混
沌
拭
如
難
子
、
強
古
生
其
中
、

一
日
榊
於
天
、
翠
於

地
、
天
高
一
丈
、
地
一
淳
一
ム
川
〈
、
競
古
日
長
二
吋
〈
、
如
比
一
高
八
千
歳
、
天
数
極
一
局
、
地
極
深
、
盤
古
極
長
、
後
乃
有
一
一

と
あ
る
ο
殺
古
は
混
沌
の
中
に
生
じ
た
元
始
の
紳
で
あ
り
、
そ
の
後
に
三
塁
が
あ
ら
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
c

こ
の
三
皇
は
、
慈
寸
〈
rMm
緊
治
相
一
十

よ
れ
ば
、
天
皇
・
地
室
・
人
皇
で
あ
り
、
議
古
の
後
に
天
皇
が
あ
ら
わ
れ
た
と
す
る
系
議
は
三
五
潜
記
に
は
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一
、
太
卒
御
覧
強
七
十
八
、

じ
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

聞
は
玖
に
、
堆
南
子
と
三

と
し
て
あ
る
の
は
、

の
寸
〈
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
天
地
の
成
立
を
述
べ
た
後
、

一
色
盤
古
生
英
中
」
の
文
に
基
づ
い

「
然
後
紳

の

一
一
柳
於
天
、
聖
於
地
」

か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
る
と
、

の
同
河
川
~
間
以
の
こ
の

か
れ
た
填
は
、
一
一
一
五
盾
記
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
盤
古
と
天
皇
の
関
係
は
わ
が
磁
に
知
ら
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
関
係
の
知
ら
れ
た
の
が
い
つ
の
時
代
ま
で
遡
り
う
る
か
は
判
断
に
苦
し
む
が
、
わ
が
榊
誌
に
作
ら
れ
た
頃
は
、
婦
化
入
、
彼

我
の
使
者
、
あ
る
い
は
朝
鮮
よ
り
の
来
朝
者
等
に
よ
っ
て
、
惇
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
ひ
た
だ
そ
れ
が
文
献
に
よ
る
も
の
か
、
一
博

関
に
よ
る
も
の
か
分
ら
な
い
。
盤
古
説
話
が
俸
え
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は

の
必
然
性
に
つ
な
が
る
も
の

で
1

閉める。

の
「
然
後
一
柳
獄
中
牛
一
英
中
駕
」
の
す
〈
が
、
わ
が
問
問
問
問
榊
を
中
閣
の
盤
古
に
擬
し
て
い
る
黙
を
見
逃
せ
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は



後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

の
蕊
洪
の
い
況
中
友
一
だ
い
之
、

昔
二
儀
未
分
、
浜
岸
鴻
猿
未
有
成
形
、
天
地
日
M
M
米
兵
、
欣
如
縫
子
、
混
沌
文
演
、
臼
有
総
合
員
入
、
天
地
之
精
、
自
銃
一
元
始
天
王
、
遊

よ
り
や

'0 

--向、町、

乎
其
中
、
渓
洋
経
凶
劫
、
天
形
如
五
誠
一
品
、
上
元
所
係
下
元
所
依
(
中
略
〉

名
臼

、
」
コ
Y
コ山

f
E
K
E
-、τ日

l
r
T口紅
4
V
F
4
」
ヨ
筒

之
、
(
中
略
〉
一
冗
始
君
経
一
幼
乃
一
一
施
太
元
母
、
生
天
皇
十
一
一

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
税
十
日
は
盤
古
紳
人
と
い
う
紳
仙
で
、
一
冗
始
天
皇
(
一
元
始
天
傘
)
と
同
一
榊
と
さ
れ
、
天
皇
i

扶
桑
大
積
と
も

競
す
る

i
を
生
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
紳
仙
と
し
て
の
盤
古
と
つ
天
皇
」
が
日
本
に
知
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
次
に
推
論
を
試
み
る
。

天
皇
や
皇
族
を
一
例
仙
化
し
た
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。

治
三
十
両
六
千
歳
、
知
背
任
肋
扶
梁
大
帝
京
王
公
、

日
本
上
代
の
文
献
に
は
、

日
本
書
紀
の
素
行
紀
に
は
日
本
武
傘
の
最
後
に
つ
い

て、

時
白
木
武
傘
化
白
鳥
、
従
陵
出
之
、
指
倭
関
市
飛
之
、
群
町
一
等
因
街
並
ハ
棺
機
市
}
戚
之
、
m
m
衣
突
留
市
淀
骨
無
之

と
述
べ
て
あ
る
が
、
こ
れ
を
抱
朴
子
巻
二
論
仙
の
、
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按
仙
経
去
、
上
土
翠
形
昇
鹿
、
調
之
天
仙
、
中
土
遊
於
名
山
、
調
之
地
仙
、
下
士
先
死
後
腕
、
認
之
戸
解
仙
、
今
少
君
必
戸
解
者
也
、
近

世
夜
公
将
費
長
一
跨
去
、
及
道
士
李
意
期
将
一
府
弟
子
、
皆
在
ww娠
、
其
家
各
護
持
説
之
、
一
ニ
総
…
逐
在
竹
杖
一
枚
、
以
汁
設
国
ぃ
夜
、
皆
戸
解
者
也
、

と
あ
る
の
に
比
し
て
見
る
と
、
景
行
紀
は
臼
木
武
傘
を
ロ
ノ
解
仙
と
し
て
紳
仙
化
、
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
懐
風
藻
の
詩
に
も
、

…
紳
仙
に
見
た
て
た
表
現
が
多
い
。
美
努
浄
麻
呂
の
五
一
一
一
一
回
春
出
底
伊
、
鹿
(
馬
養
の
五
一
一
一
一
口
従
駕
庭
認
、
大
石
王
の
五
一
一
一
一
口
侍
宴
藤
一
認
、
石
川
石
足
の
五

問
中
滞
足
の
五
一
一
一
一
向
晩
秋
於
長
王
宅
宴
、
長
民
主
の
五
一
一
一
一
口
元
日
宴
蔭
認
、
棒
道
慈
の
五
品
一
一
口
在
底
奉
本
因
皇
太
子
等
の
詩
に
は
、
一
例

ヰ
一
一
口
春
苑
態
認
、

仙
化
に
よ
っ
て
帝
徳
を
讃
し
た
詩
句
が
克
ら
れ
る
。
天
武
天
皇
は
書
紀
に
よ
る
と
、

天
皇
」

か
れ
て
い
る
。
こ
の
名

橋
の
意
味
を
考
え
て
み
る
と

「
天
持
中
原
」
ば
し
ば
ら
く
お
き
、

麗
異
人
s
一
一
は
お
そ
ら
く
藤
洲
異
人
の
意
で
あ
ろ
う
。
天
武
朝
九
色
の
姓

の
中
で
皇
別
を
黒
人
と
制
約
す
る
こ
と
を
考
え
合
せ
て
、

天
武
天
皇
E

ふ
」
れ
立
天
皇
と
し
て
の

っ
た

え
ら
れ
る
が



!
は
自
ら
を
林
仙
に
比
し
名
援
に
こ
れ
を
誇
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
c
天
皇
が
難
を
避
け
た
吉
野
の
地
が
、
一
懐
風
藻
な
ど
で
一
柳
仙
の
棲
む
地
と

る
の
も
故
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
c

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
蛍
時
紳
仙
化
と
い
う
こ
と
は
、
ぃ
帝
徳
を
讃
し
、
こ
れ
に

い
権
威
を
付
典
、
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
c

上
述
の
よ
う
な
榊
仙
思
想
の
盛
大
な
流
行
か
ら
考
え
る
と
、
中
閣
の
天
皇
大
帝
の
紳
仙

的
性
格
は
日
本
に
知
ら
れ
て
い
た
と
忠
わ
れ
、
ま
た
、
紳
仙
の
最
高
一
紳
格
、
一
元
始
天
傘
や
盤
古
と
の
相
互
の
関
係
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
知
ら
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
猿
古
の
物
語
、
が
、

日
本
の
天
皇
家
の
祖
先
の
物
語
の
権
威
づ
け
の
た
め
に
入
り
込
ん
で
く
る
必
然
性
は
大
き

し、。
さ
ら
に
今
一
つ
、
記
紀
秘
話
へ
の
盤
古
の

を
中
閣
の
綾
十
日
に
擬
し
た
こ
と
を
一
が
す
こ
と
は
前
に
鱗
れ
た
が
、

て
お
き
た
い
っ
書
紀
露
頭
の
文
の
「
然
後
一
脚
聖
一
生
其
中
駕
」
の
匂
が
、
わ
が
関
関
一
柳

こ
の
後
に
文
を
挿
ん
だ
後
、
関
常
五
奪
の
現
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
関
脇
に
関
す
る
一
書
各
各
設
を
検
討
す
る
に
、
そ
こ
で
も
翻
常
立
傘
が
、
最
も
重
要
な
紳
と
せ
ら
れ
て
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
榊
が
殺
古
に
擬
せ
ら
れ
る
紳
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
名
抑
制
の
上
か
ら
考
え
て
も
、
盤
古
の
「
盤
」
は
「
磐
」
に
活
じ
、
盤
古
の

名
が
問
中
一
牢
な
大
地
の
悠
久
'
を
想
わ
せ
る
に
新
し
て
、
関
常
立
〈
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
〉
も
大
地
あ
る
い
は
趨
土
の
恒
久
を
意
味
し
、
雨
者
相
通
ず

る
も
の
が
あ
る
。
関
常
立
傘
と
は
、
お
そ
ら
く
盤
古
を
こ
の
関
土
に
移
し
た
称
格
で
あ
ろ
う
。
古
事
記
に
は
「
天
地
初
夜
之
持
、
於
高
天
原
成

( 28 ) 

あ
る
い
は

紳
名
、
天
之
御
中
主
励
、
次
高
御
産
似
来
日
紳
、
次
一
柳
段
以
染
自
一
脚
、
比
三
柱
紳
者
、
並
溺
紳
成
坐
一
印
、
総
身
也
」
と
あ
る
。
こ
の
設
は
書
紀
本
文

訟
の
多
く
と
還
っ
て
、
高
天
原
と
い
う
特
定
の
場
を
持
ち
、
慰
常
立
を
開
問
筆
頭
の
紳
と
せ
ず
に
、
天
之
御
中
主
を
筆
頭
に

立
て
た
溺
特
の
訟
で
あ
る
。

関
関
設
は
、
本
文
と
一

〈
そ
の
第
四
と
第
六
は
そ
れ
ぞ
れ
二
設
を
含
む
〉

ふ
コ
せ

C
1
、
註
こ
£
る
、
、
:
そ
コ
コ

メ
l

士
山
/
言
t

J

/

之
カ
々
、
U

バ，

に
古
事
記
と
同
じ
設
が
一
説
〈
一
語
第
四
後
半
)
だ
け
あ
る
。

一
書
第
六
前
半
以
外
の
地
の
六
設
が
悉
く
翻
常
立
を
開
問
一
例
と
し
て
い
る
中
に
あ

っ
て
、
高
天
原
、
天
之
御
中
ま
の
組
合
せ
に
な
る
間
関
訟
は
異
色
の
存
在
で
あ
る
。
高
天
原
は

S

5

 

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
つ
ま
た
、
天
之
御
中
主
は
中
路
で
天
中
の
榊
と
さ
れ
る
一

も
、
一
一
儀
未
分
以
前
、
混
沌
の
中
に
す
で

ら
く
中
留
の
慧
天
訟
に
よ
っ
て
考
え
出
さ

こ
の

い
移
し
て
来
た
一
例
絡
で
あ
ろ
う
ο

元

久
官
疋
主
主
苅
二
日
川
、
z

g
斗
山

u
f
=
J
4
J
L
V
4
5
3
a
γ
M
V
m
r
t
B
L

っ
た
と
さ
れ
る
紳
で
あ
る
か
ら
、

つ
ま
り
太
一
で
あ
ろ
う
。



に
よ
れ
ば
、

や
が
て

の
如
き
一
大
が
生
じ
、
天
中
の
よ
の
玉
京
山
と
名
づ
け
る
山
二
元
始
天
傘
は
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
元
始
天
傘
は
天
中
を
統
御
す
る
最
高
…
別
で
あ
り
、

v-

。

の
関
内
観
各
設
が
作
ら
れ
た
頃
は
、
盤
古
を
模
し
た
関
常
立

て
勢
力
を
持
ち
、
や
が
て
、
中
閣
に
お
い
て
元
始
天
傘
の
勢
、
が
盤
古
を
し
の
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
事
情
を
反
快
し
て
、
元
始
天
傘
を
模

し
た
天
之
御
'
中
支
が
勢
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
天
の
御
中
主
が
儲
常
立
と
は
っ
き
っ
そ
の
地
位
を
換
え
た
の
は
、
古
事
記
作

製
の
こ
と
の
は
じ
ま
っ
た
天
武
期
で
あ
ろ
う
。
天
之
御
中
主
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
高
天
原
の
名
が
、
天
皇
の
名
に
冠
せ
ら
れ

作
製
の
は
じ
ま
っ
た

時
代
思
認
の
上
で
無
関
係
で
は
な
い
。

た
の
は
、
天
武
の
由
民
活
で
、
天
武
に
つ
い
で
由
単
位
に
つ
い
た
持
統
天
皇
の
時
で
あ
る
。
持
統
天
皇
は
高
天
原
康
野
姫
と
呼
ば
れ
た
。
天
武
籾
に

の
間
関
設
に
お
い
て
、
十
大
之
御
中
主
一
紳
が
問
問
関
筆
頭
の
榊
と
さ
れ
、
高
天
原
に
成
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、

以
上
述
べ
た
外
に
も
、
強
古
と
記
紀
一
明
誌
と
の
関
連
を
考
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
補
助
的
要
素
と
も
言
う
べ
き
も
の
は
か
な
り
あ
る
。

千
を
あ
げ
て
み
る
と
、

1 

A
U
J
 

anur 

記
紀
の
関
開
設
に
は
前
述
の
外
に
も
中
間
凶
思
想
の
要
素
が
大
き
く
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
。

( 29 ) 

紳
々
の
活
躍
の
場
と
な
っ
た
高
天
原
が
、
中
関
の
惹
天
設
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
に
略
述
し
た
が
、
高
天
原
は
一
柳
伯
設
に
よ

ぬ
け
マ
門
U
T

っ
て
飾
ら
れ
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
。

2 3 

ト
れ
か

し
よ
う
と
す
る
林
生
み
紳
話
の
主
役
た

伊
奔
婦
の
一
柳
が
窪
田
紀
で
、
揚
一
例
・
陰
一
紳
と
さ
れ
、
中
閣
の
思
想

を
は
っ
き
り
と
表
面
に
出
し
て
い
る
こ
と
。

4 

そ
の
他
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

の
一
柳
生
み
紳
話
の
各
設
中
、
随
所
に
中
観
的
要
素
が
う
か
が
わ
れ
る
こ

、
い
わ
ゆ
る
高
天

原
系
一
紳
話
な
る
も
の
の
中
核
を
も
っ
て
中
図
的
要
素
で
あ
あ
る

る
二
足
る
っ
こ
れ
斗

の
可
能
性
、
ま
た
は
必
然
性
互
設
づ

け
る
も
の
で
あ
る
。



騒の
年と盤
記。キに古
の大語*
読 7]IJ 話
はさに
後れは
者る
で 0

4働一-
dコ 二二
Q 。
は
じ
め
と
す
る
紳
々
の
系
譜
を
説
く
も
の
と
、
盤
古
の
身
鐙
が
化
し
て
・
自
然
物
や
自
然
現
象
を
生
じ
た
と
設
く
も

や
枕
中
骨
一
一
闘
の
設
は
前
者
に
廃
し
、
梁
の
任
坊
の
迷
兵
一
記
や
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
五
選

に一一一一向う。

背
盤
台
氏
之
死
也
、
頭
筋
四
縁
、
日
第
日
月
、
指
菅
怨
江
海
、
毛
髪
翁
草
木
、
秦
漢
間
俗
設
、
盤
古
氏
一
弱
震
東
山
獄
、
腹
錆
中
山
獄
、
左
替
信
用

北
獄
、
足
筋
商
獄
、
先
嬬
説
、
盤
古
氏
泣
第
江
河
、
気
漁
民
、
整
魚
雷
、
自
腹
筋
篭
、
古
一
説
、
盤
古
氏
査
問
潟
階
、
怒
魚
陰
、
呉
一
投
開
設
、
盤

古
氏
夫
妻
陰
丘
之
始
也
、
今
南
海
有
盤
古
氏
墓
、
五
三
百
徐
豆
、
俗
云
、
後
追
葬
盤
古
之
魂
也
、
桂
林
有
盤
古
氏
一
籾
、
今
人
税
記
、

と
。
五
選
躍
年
記
は
、
出
所
や
や
明
瞭
を
紋
く
も
、
文
は
よ
く
準
備
さ
れ
て
い
る
c

今
こ
の
文
に
つ
い
て
、
盤
古
が
自
然
物
や
自
然
現
象
を
生

ず
る
有
様
を
次
に
一
が
す
よ
う
に
十
四
の
場
合
に
分
け
、
そ
れ
が
れ
と
記
紀
の
紳
誌
を
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
五
選
綜
周
年
記
に
一
一
一
一
口
う
。

一
元
気
稜
鴻
、
新
芽
弦
始
、
途
分
天
地
譲
立
乾
初
勝
陰
陰
感
傷
、
分
布
元
気
、
乃
苧
中
和
、
是
信
仰
人
也
、
菅
生
盤
古
、

ω霊
死
化
身
、

ω↑一訊

成
風
雲
、

ω斡
第
一
街
一
定
、

ω左
限
須
田
、
右
限
篤
月
、
川
W
四
肢
五
鐙
信
仰
閉
経
五
山
獄
、

ω血
液
信
用
江
河
、
川
w
筋
級
魚
地
理
、
川
w脱
目
肉
潟
国
土
、

仙
川
髪
髭
潟
昼
夜
、

ω皮
毛
筋
草
木
、

ω歯
骨
筋
金
石
、

ω精
鑓
篤
珠
玉
、

ω汁
流
第
一
府
淳
、

ω身
之
諸
誠
一
、
因
風
所
感
、
化
魚
怒
川
虻
、

( 30 ) 

と。
ωま
ず
'
縦
十
日
が
自
然
物
を
生
ず
欣
態
を
、
述
英
記
は
、
「
昔
殺
古
氏
の
死
す
る
や
レ
と
、
死
健
か
ら
の
化
成
を
説
く
が
、
五
運
麿
年
記
に
、

「
死
に
垂
ん
と
し
て
身
を
化
し
」
と
し
て
、
臨
移
の
時
に
お
け
る
化
成
を
説
く
c

書
紀
も
一
番
第
二
、
及
び
第
一
一
一
の
訟
は
、

次
生
火
紳
判
遜
笑
智
、
時
伊
非
加
傘
、
魚
料
選
突
智
所
然
市
絡
突
、
其
立
終
之
閥
、
臥
生
上
一
紳
植
山
姫
及
水
一
糾
問
象
女
、
〈
一

伊
弊
如
等
生
火
政
援
時
、
魚
子
所
焦
一
例
退
突
、
北
ハ
立
…
柳
川
雄
時
、
剣
生
水
柿
問
象
女
、
及
土
一
柳
植
山
姉
、
ハ
一
{
一
〉

と
保
終
の
際
に
お
け
る
一
柳
生
み
を
設
く
っ
間
諮
問
に
お
け
る
、
臨
格
と
い
う
場
の
一

説
話
は
、
多
く
死
鋭
か
ら
の
化
成
を
設
い
て
い
る
c

ω粧
台
に
あ
っ
て
は
「
集
、
風
繋
と
な
る
」
と
あ
り
、

'-/ 

の
一
致
は
、

に
値
す
る
。
記
紀
中
の
他
の
化
成

一
番
第
六
に
は
、



マ
ャ
吋
と
い

t
tコミ
F
ト

1
1

0
比
三
引
委
F
ト
ト

乃
吹
授
之
類
、
化
潟
称
、
等
日
級
長
戸
港
命
、

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
伊
俳
誌
傘
の

一
宮
震
と
な
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
記
紀
で
は
、
伊
非
加
傘
〈
伊
邪
那
諒
一
〈
命
)
の
死
践
の
各
部
に
八
つ
の
奮
が
生
じ

(
い
き
)
も
風
紳
と
な
っ
て
い
る
。

ω盤
古
で
は
、

た
と
あ
る
。
そ
の
有
様
は
次
の
よ
う
で
あ
る
む

日
本
書
紀
(
一

一
ご
お
円
ず
寸
じ

斗
吋
羽

3
5
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・
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手

UJ 
雷

右
手
・
・
・
・
・
・
土
雷

足
・
・
・
・
・
・
野
宮

左
足
・
・
・
・
・
:
鳴
雷

陰'・・・・・裂居間

右
足
・
・
・
・
・
・
伏
雷

記
紀
の
設
は
盤
古
の
設
が
雷
と
な
っ
た
と
す
る
の
と
か
な
り
一
訟
を
異
に
す
る
が
、
紛
で
見
る
と
こ
ろ
の
盤
古
の
J

身
校
各
部
が
山
巌
と
な
っ
た
と

す
る
の
と
相
議
ず
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
設
の
出
て
い
る
一
番
第
九
は
、
伊
拝
地
(
{
零
の
死
組
問
一
に
雷
が
生
じ
た
こ
と
、

ら
こ
向
息
つ
つ
し
こ
舟
'X
ナ

V
L
h
、川

7
1
3吋
イ
ナ
f

£
レ
封
プ

諾
傘
が
桃
樹
の
笠
を
採
っ
て
投
げ
、
雷
ど
も
を
追
い
は
ら
っ
て
難
を
の
が
れ
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
要
素
で
で
き
て
い
る
o
後
者
は
「
此
れ
桃

を
用
ひ
て
鬼
を
遊
ぐ
縁
な
り
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
よ
れ
ぽ
、
中
閣
の

桃
の
一
説
誌
は
採
ら
れ
て
い
る
。

成
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
古
事
記
に
も
こ
の

ω盤
古
の
「
左
肢
は
日
と
な
り
、
右
限
は
月
と
な
る
」
と
い
う
の
を
書
紀
一
書
第
六
の

に
つ
い
て
の
設
、



洗
左
娘
、
間
以
今
一
一
柳
競
日
天
照
大
一
柳
、
復
洗
右
授
、
間
以
生
一
柳
競
日
月
読
傘
、

と
い
う
の
と
比
絞
す
る
と
、
左
限
日
、
右
限
月
、
と
い
う
関
係
が
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
そ
れ
立
古
事
記
の

あ
る
。
書
紀
一
番
第
一
に
は
、
自
一
脚
・
月
一
脚
の
化
出
の
紋
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(
伊
弊
諾
傘
〉
乃
以
左
手
持
出
銅
鏡
、
別
有
化
出
之
一
勝
、
是
誇
大
白
髪
傘
、
右
手
持
出
銅
鏡
、
期
有
化
出
之
称
、
是
謂
月
弓
傘
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
白
銅
銭
の
媒
介
に
よ
っ
て
日
一
柳
、
月
一
柳
が
化
成
す
る
の
で
あ
る
つ
大
佐
渡
来
の
由
銅
銭
を
媒
介
と
し
て
自
月
一
柳
む
化
成
が
設

一
般
に
大
陸
の
文
物
の
刺
殺
に
よ
っ
て
紳
話
が
作
ら
れ
て
ゆ
く
遜
程
の
秘
密
を
端
な
く
も
あ
ら
は
し
た
も
の
で

お
い
て
も
同
様
で

か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

は
あ
る
ま
い
か
。

「
頭
は
東
獄
と
筋
り
、
肢
は
中
山
獄
と
漁
り
、
左
瞥
は
北
議
と
潟
り
、
足
は
商
獄
と
m
m
7
9
」
と
あ
る
。
記
紀
に
お
け
る
伊
弊
諾
傘
〈
伊
邪

那
佼
命
)
が
刺
遇
突
智
命
(
迦
具
土
紳
)
を
斬
っ
た
時
、
カ
グ
ッ
チ
の
身
鐙
各
部
が
い
ろ
い
ろ
の
山
静
に
化
成
し
た
と
い
う
の
は
、
盤
古
の
設

ω五
選
暦
年
記
に
よ
れ
ば
、
「
(
毅
古
の
〉
四
校
五
殺
は
四
極
五
縁
と
鋳
る
」
と
あ
ワ
、
逮
呉
記
の
秦
漢
間
の
俗
設
と
し
て
翠
げ
ら
れ
た
も
の

に
は
、

誌
に
酷
似
す
る
。
そ
の
紀
〈
一
番
第
八
)
と
記
の
訟
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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〉
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(
第
六
〉
「
伊
舛
詩
体
抜
剣
新
制
選
突
智
筋
一
ニ
段
、
其
一
段
是
魚
雷
一
例
、

一
段
是
得
大
山
紙
一
制
、

(
第
七
)

.;rし

? 止七
議在
'以

2需
話き

一
審
第
六
、
第
七
に
は
や
は
り
新
ら
れ
た
料
遇
突
智
の
身
鰻
よ
り
紳
が
化
成
し
た
と
の

あ
る
、
一
新
判
巡
笑
智
矯

と
し
て
注
目
し
た
い
。

ω五
、
運
暦
年
記
の
「
五
液
江
河
と
な
る
」
と
い
う
の
は
、
述
即
興
記
に
よ
れ
ば
、

「
泣
江
一
川
一
と
な
る
一
と
あ
る
。
江
河
と
な
っ
た
も
の
を
一
は

血
液
と
し
て
、

一
一
は
涙
と
す
る
。

一
審
第
六
に
は
、

伊
舛
諾
傘
乃
向
大
樹
放
尿
、
此
邸
化
成
立
川
。

と
あ
る
。
諾
辱
の
尿
が
良
川
と
な
っ
た
と
す
る
も
の
で
、
こ
こ
に
も
盤
古
と
の
類
似
が
え
ら
れ
る
。

め

ωωwは
五
還
暦
年
記
に
あ
っ
て
、
述
問
問
詑
に
は
無
い
要
素
で
あ
る
が
、
一
記
紀
の
中
に
も
こ
れ
に
蛍
る
よ
う
な
訟
は
見
蛍
ら
な
い
。

ω盤
古
の
「
皮
毛
は
草
木
と
な
る
」
と
い
う
の
は
、
掛
一
一
間
紀
寵
創
出
現
ぃ
章
一
番
第
五
、

(
索
斐
鳴
傘
〉
乃
抜
一
議
採
散
之
、
部
成
杉
、
又
抜
散
胸
毛
、
ロ
定
成
倫
明
、
尻
毛
是
成
板
、
眉
毛
是
成
機
構
、

素
議
鳴
一
律
の
身
般
各
部
の
毛
が
杉
・
檎
・
技
ハ
ま
き
〉

e

機
構
(
く
す
〉
に
な
っ
た
と
す
る
の
と
類
似
す
る
。

ωω
は
ま
た
五
遊
館
年
記
に
あ
っ
て
述
兵
記
に
な
い
要
素
で
あ
る
。
そ
う
し
て
記
紀
に
も
ま
た
、
こ
れ
に
や
回
る
設
が
見
ら
れ
な
い
。

M
W

「
汗
流
れ
て
雨
樺
と
な
る
」
と
い
う
の
は
、

ω「
血
縁
江
河
と
な
る
」
あ
る
い
は
、
「
泣
江
一
向
と
な
る
」
と
い
う
の
と
似
て
い
る
が
、
こ

れ
を
盤
古
の
排
出
物
が
'
自
然
物
に
化
し
た
と
す
る
説
話
と
解
す
れ
ば
、
一
記
紀
の
次
の
各
設
は
、
排
出
物
が
'
自
然
を
掌
る
榊
と
な
っ
た
と
す
る
紡
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で
、
盤
古
と
'
似
て
い
る
。

い
〉
コ
の
け
て

一
書
第
四
と
そ
れ
に
相
嘗
す
る
古
苓
記
の
-
説
、
及
び
一
番
第
六
と
そ
れ
に
相
蛍
す
る
古
事
記
の

で
あ
る
。

に
は
、

日
、
伊
弊
如
傘
立
生
火
一
脚
判
遇
波
へ
智
之
時
、
間
熟
練
刈
湖
国
籍
校
、
此
化
信
用
称
、
名
白
金
山
彦
、
次
小
使
、
化
第
一
初
、
名
目
間
象
女
、

次
大
使
、
化
潟
一
脚
、
名
臼
植
山
挺
h



と
あ
る
o

伊
弊
茄
容
が
火
一
紳
附
判
明
世
突
智
を
生
ん
だ
時
、
苦
し
み
の
吐
(
た
く
り
)
が
金
山
彦
(
金
一
柳
)
と
な
り
、

小
使
が
問
象
女
(
水
一
柳
)
、

一
審
第
二
の
中
の
設
及
び
一
帯
一
一
回
第
三
も
こ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
一
柳
々
の
誕
生
を

化
成
に
よ
る
と
す
る
黙
で
一
番
第
四
が
、
よ
り
盤
古
的
で
あ
る
o

古
事
記
に
は
、

此
の
子
(
迦
旦
(
土
一
例
)
を
生
み
し
に
図
ワ
て
、
美
審
査
炎
か
え
て
病
み
臥
せ
り
。
多
具
理
に
生
れ
る
瀞
の
名
は
、
金
山
田
地
古
一
柳
、
次
に
金

大
使
が
植
山
娘
(
土
紳
)
と
な
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

山
箆
一
位
…
脚
、
次
に
採
に
成
れ
る
一
柳
の
名
は
、
波
遜
夜
須
毘
古
一
柳
、
次
に
波
遁
夜
須
昆
寅
…
柳
、
次
に
尿
に
成
れ
る
紳
の
名
は
強
都
波
能
資
材
、

次
に
和
久
皮
終
日
一
制
。

A
J
，
 

hv 

に
つ
い
て
は
、
古
来
中
閣
の
五
行
思
想
に
基
づ
く
五
行
併
の
生
成
を
設
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
書
紀
で
は
諾
加
榊

λ
却，

が
陰
陽
の
一
紳
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
番
第
四
、
が
五
行
紳
の
生
成
を
説
く
も
の
と
す
れ
ば
陰
陽
五
行
の
思
想
が
紳
話
を
貫
く
こ
と
に
、
な
る
。
古

と
あ
る
。

、JJe

、3ノ

バ
V

V

」
月
V

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
次
に
一
審
第
六
を
見
る
と
、

其
(
伊
舛
諾
傘
〉
涙
援
而
筋
一
胸
、
是
邸
畝
丘
樹
下
所
居
之
一
聯
也
、
競
階
、
得
女
命
、

と
あ
る
。
諾
紳
の
涙
、
が
帰
際
女
命
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
古
事
記
に
も
向
様
の
所
設
が
あ
る
。
こ
れ
も
盤
古
一
に
似
て
い
る
。

以
上
は
五
選
経
年
記
の
一
記
事
に
卸
し
つ
つ
、
そ
の
化
成
し
た
自
然
物
の
類
似
に
従
っ
て
、
盤
古
的
諮
要
素
を
記
紀
に
求
め
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
ほ
か
に
記
紀
に
は
、
生
じ
た
物
は
盤
古
と
毘
(
な
る
が
、
そ
の
談
話
の
形
式
が
懲
古
に
似
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
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一
の
稚
産
鑑

に
関
す
る
設
も
そ
う
で
あ
る
。

刺
選
突
智
妥
埴
山
姫
生
維
産
謀
、
此
榊
頭
上
生
窓
輿
桑
、
勝
中
生
五
殺
、

稚
産
援
の
一
政
に
躍
と
桑
が
、
臓
に
五
穀
が
生
じ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

一
輩
出
第
十
一
に
は
保
食
併
の
話
が
あ
る
。

北
ハ
一
柳
之
頂
化
筋
牛
馬
、
麟
上
生
菜
、
腐
上
生
窓
、
限
中
生
科
、
線
中
生
穏
、
陰
中
生
容
及
大
一
旦
小
一
阜
、

と
あ
り
、
こ
の
紳
の
頂
に
牛
馬
、
顔
ハ
ひ
た
い
)
架
、
屈
に

-
般
に
科
、
絞
に
稿
、
陰
中
に
萎
及
び
大
豆
、
小
一
認
が
そ
れ
ぞ
れ
生
じ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
古
事
記
に
は
大
気
津
比
一
民
に
つ
い
て
、



殺
さ
え
し
紳
(
大
気
、
体
北
支
)
の
身
に
生
れ
る
物
は
、
頭
に

二
つ
自
に
穏
種
生
り
、
二
つ
の
耳
に
莱
生
り
、

小
一
旦
生
り
山

陰
に
繋
生
り
、
尻
に
大
一
旦
生
り
き
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
翠
げ
た
記
紀
の
例
は
、
す
べ
て
榊
々
の
身
様
、
ま
た
は
そ
の
排
出
物
か
ら
、
自
然
物
や
自
然
現
象
あ
る
い
は
こ

れ
ら
を
掌
る
紳
々
を
生
じ
た
例
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
た
と
え
ば
カ
グ
ッ
チ
の
血
が
刀
の
さ
き
よ
り
た
ば
し
り
、
石
株
一
柳
・
根
訴
一
柳
・
そ

の
他
の
紳
と
な
っ
た
(
古
事
記
及
び
書
紀
一
書
第
六
〉
と
か
、
イ
ザ
ナ
ギ
の
紳
の
怒
が
精
子
(
え
び
か
ず
ら
〉
と
な
り
、
櫛
、
が
等
(
た
か
む
な
〉
と

な
っ
た
(
古
事
記
及
び
一
番
第
六
〉
と
か
、
イ
ザ
ナ
ギ
の
杖
・
楕
・
衣
・
都
、
等
が
一
例
々
に
化
し
た
(
古
事
記
及
び
一
訪
問
第
六
)
と
か
、
大
気
、
枠
比
寅

・
口
・
尻
・
等
よ
り
食
物
を
作
り
出
し
た
(
古
事
記
及
び
一
世
一
日
第
十
一
〉
と
か
の
訟
も
、

(
書
紀
で
は
保
食
一
例
〉
が
、

盤
古
と
多
少
の
鼠
似
が

(
盤
古
以
外
の
他
の
一
脚
仙
認
と
の
類
似
性
よ
り
強
い
も
の
も
あ
る
が
)
特
に
注
意
し
た
い
の
は
、
古
事
記
の
イ
ザ
ナ
ギ
の
杖
・
稽
・
衣
、

等
が
紳
と
な
っ
た
と
す
る
設
誌
の
中
の
、
イ
ザ
ナ
ギ
の
定
、
が
、
飽
咋
之
宇
斯
能
耐
と
な
っ
た
と
す
る
一
設
で
あ
る
。
日
本
で
冠
は
推
古
十
一

見
ら
れ
る
。

中
間
制
の
制
に
な
ら
っ
て
じ
め
て
定
め
ら
れ
た
。
従
っ
て
古
事
記
の
こ
の
設
が
、
推
古
十
一
年
以
後
の
要
素
を
含
む
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
古
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事
記
と
書
紀
一
番
第
六
の
こ
の
部
分
を
比
較
す
る
時
、
中
γ
ば
は
一
記
紀
北
ハ
遁
し
、
半
ば
は
古
事
記
の
追
加
あ
る
い
は
援
更
に
な
る
こ
と
が
観
取
さ

れ
る
。
追
加
緩
更
の
部
分
に
、
前
述
の
冠
よ
り
の
化
成
談
話
が
あ
る
。
つ
い
で
に
、
推
古
靭
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
に
、
一
紳
生
み
一
柳
誌
の
中
に
入

っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
要
素
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

欝
紀
本
文
の
自
称
誕
生
に
続
い
て
、
0

0

 

回
定
時
天
地
相
去
来
速
、
故
以
天
柱
翠
於
天
上
也

の
文
が
あ
る
。
こ
の
天
柱
の
諾
は
、
八
州
起
一
元
章
一
器

0

0

0

0

 

又
化
竪
天
柱
」
と
さ
れ
、
「
部
将
巡
天
柱
、
約
来
日
一
と
も
あ
る
。
回
一
締
出
生
章
の
本
文
に
「
天
地
相
去
る
こ
と
未
だ
遠
か
ら
ず
」
と
あ

一
に
も
見
ら
れ
る
。
諮
問
間
二
一
柳
が
オ
ノ
イ
一
戸
島
に
降
っ
た
持
、

「
化
作
八
一
尋
之
殿
、

る
の
は
、
天
地
割
刊
の
思
想
で
あ
る
。
中
閣
の
関
関
設
に

「
天
柱
」
も
中
関
天
文
皐
の
知
一
識
に
つ
て
-
説
明
し
う
る
思
想
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
f

中
閣
の
天
文
事
の
義
天
設
に
よ
れ
ば
、
天
は
日
間
刀
を
く
っ
つ

れ
、
日
本
書
紀
雪
頭
に
引
か
れ
た
文
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
思
想
で
あ
る
。



け
て
突
を
摺
っ
て
い
る
物
綾
で
あ
る
つ
従
っ
て
、
こ
れ
が
落
下
を
防
ぐ
た
め
の
柱
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
段
、
ず
で
、
こ
れ
が
天
柱
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
つ
紳
呉
総
中
荒
経
に
、

所
謂
天
柱
也
」
?
な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
以
所
で
あ
る
。
先
に
高
天

原
の
概
念
が
中
間
天
文
築
の

に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
を
述
べ
て
お
い
た
が
、
こ
の
考
え
に

、、三一

h
J

L
治

手

/

け
れ
ば
、
中
間
天
文
撃
に

く
天
柱
の
思
想
、
か
記
紀
紳
話
に
出
て
き
て
も
不
思
議
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
以
上
の
よ
う
に

見
て
く
る
と
、
記
記
紳
話
の
中
に
は
、
中
関
天
文
撃
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
推
古
十
年
以
後
に
作
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
要
素
が
か

な
り
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て

関
す
る
考
察
に
、
こ
こ
で
一
つ
の
符
ま
と
め
を
し
て
お
き
た
い
。

ω
世
界
の
有
名
な
死
総
化
生
設
話
を
み
る
と
、
印
度
の
。
フ
ル
シ
ヤ
ァ

=
5
2、

d-gr.、
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
民
族
を
代
表
す
る
死
鰻
化
生
説
話
は
、
民
族
ご
と
に
た
だ
一
つ
で
つ
で
あ
っ
、

ろ
い
ろ
の
自
然
物
に
化
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
紳
話
に
お
け
る
よ
う
に
、
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
、

ハ
ピ
ロ

γ
の
テ
ィ
ア
マ
ト
ベ

g
s
m
z、
北
歌
の
イ
ミ
ル

い
ず
れ
も
一
人
の

の
身
畿
が
い

ワ
ク
ム
ス
ピ
、

カ
グ
ッ
チ
・
'
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多
く
の
榊
ん
べ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
呉
っ
た
各
種
の
も
の
が
化
生
す
る
様
を
設
く
も
の
は
珍
ら
し
い
。
日
本
時
一
一
同
紀
で
は
各
種
死
鐙
化
生
設
話
が
一

各
説
中
に
分
散
し
て
い
る
。
同

二
種
以
上
の
訟
に
共
議
し
て
出
て
来
る
例
は
、

イ
ザ
ナ
ミ
が
金
山
彦
、
間
象
女
、
壊
山
般
を
生
む
と

…
と
第
一
ニ
の
設
以
外
に
は
殆
ど
な
い
。
カ
グ
ッ
チ
よ
り
の
化
生
に
し
て
も
各
設
あ
る
、
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
る
。
こ
の
よ
う
に
、
各
種

の
死
髄
化
生
説
話
が
各
設
中
に
散
在
す
る
と
い
う
紡
も
他
民
族
の
説
話
の
場
合
と
大
い
に
異
な
る
。
そ
れ
で
は
日
本
の
死
強
化
生
設
話
の
こ

の
よ
う
な
特
異
性
は
ど
こ
か
ら
生
じ
て
き
た
の
か
、
こ
れ
を
考
え
る
時
の
示
唆
と
な
る
の
は
各
氏
族
の
死
鐙
化
生
談
話
相
互
の
間
に
存
す
る
類

似
性
の
民
絞
で
あ
る
。
そ
の
化
生
し
た
自
然
物
を
互
に
比
較
し
て
み
る
時
、
推
古
と
日
本
一
例
話
各
設
問
の
類
似
は
他
の
ど
の
説
話
間
に
お
け
る

し、

う
よ
り
も
綴
著
で
あ
る
。
日
本
一
別
訪
中
の
死
髄
化
生
説
話
の
特
異
性
は
こ
こ
に
解
明
の
鍵
が
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
官
官
紀
の
涼

資
料
と
な
っ
た
各
設
が
、
各
氏
族
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
溺
自
の
立
場
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
頃
、
そ
れ
ぞ
れ
の
溺
自
の
訟
を
な
し
な
が
ら
、

し
か
も
榊
々
の
出
生
を
説
く
場
合
に
は
、
中
閣
の
盤
台
設
認
を
模
す
る
と
い
う
こ
と
が
共
惑
の
強
力
な
傾
向
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。



〈
そ
の
必
然
性
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
)
こ
の
よ
う
に
考
え
る
時
、
出
木
紳
誌
の
中
に
お
け
る
死
健
化
生
設
誌
の
特
異
性
の
採
っ
て
来
る
所
以
が

は
じ
め
て
解
明
さ
れ
る
と
思
う
。

霊

E
Eち
三
誌
下
J
t
、

バコ守ナグザ
h
r
A
1
4
J
壬
r
L
志
向
、
刀

れ
ぞ
れ
の
溺
自
性
を
強
く
主
張
し
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
古
事
記
で
は
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、

最
後
に
、
記
紀
に
お
け
る
撚
古
的
要
素
の
検
討
の
結
果
よ
り
す
る
、
記
紀
成
立
事
情
の
考
察
を
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
。
書
記
で
は
、
各

の
二
一
説
以
が
跨
が
る
と
い
う
例
は
殆
ん
ど
な
い
。

分
散
し
て
い
て
、
同
一
説
話
が

一
審
各
設
が
そ

一
番
各
訟
に
散
在
す
る
主
要
な
化

生
説
話
を
網
羅
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

の
整
備
さ
れ
た
跡
が
み
え
る
。
書
紀
の
'
刀
グ
ッ
チ
化
生
説
話
に
比
し
て
、

《ヨ，
ん

U

の
同
部
分
が
後
期
的
性
格
を
具
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
訟
も
あ
る
。

各
設
間
に
あ
っ
て
は
拒
否
せ
ら
れ
て
い
る
種
類
の
類
似
性
・
共
活
性
が
、

は
整
備
さ
れ
、
後
期
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

で
は
、

の
類
似
性
・
共
通
性
を
担
ば
な
い
。

の
間
に
あ
っ
て
は
拒
否
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
説
話

く

、
書
紀
の
各
訟
と
向
一
平
田
上
に
並
列
さ
る
べ
き
性
絡
の
も
の
で
は
な

‘口

u，

の
操
っ
た
と
忠
わ
れ
る
原
資
料
を
木
と
し
て
、
後
期
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
が
正
し
い
と
忠
わ
れ
ぬ
o

註

ω盤
平
と
記
紀
酔
話
の
闘
の
鞠
係
を
}
認
め
た
も
の
は
、
管
見
の
範
践
で
は
、
高
木
敏
雄
氏
「
比
較
榊
諮
問
デ
一
一
五
一
一
良
J
一
五
八
一
長
。
次
回
潤
氏
「
口
一
論
文
皐

と
し
て
の
古
事
記
」
(
「
文
響
」
第
二
港
第
二
銃
二
五
一
良
〉
。
土
居
光
知
氏
「
古
代
俸
設
と
文
胞
と
三
九
四
頁
等
で
あ
る
が
、
最
も
詳
し
い
高
木
氏
の
設
に
も

停
来
の
可
能
性
や
必
然
性
へ
の
考
察
は
な
い
。
後
二
者
に
妥
つ
て
は
傑
々
一
二
行
の
記
事
を
み
る
に
す
ぎ
な
い
。

ω森
一
ニ
樹
一
三
郎
氏
「
支
部
古
代
紳
話
」
一
二

O
頁
、
ご
二
一
長
。

ω記
紀
の
紳
認
を
も
っ
て
、
ー
、
わ
が
氏
族
社
曾
の
中
に
自
然
後
生
的
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
、
2
、
天
皇
家
や
氏
族
に
お
い
て
統
治
に
資
す

る
た
め
に
、
文
化
政
策
的
に
作
ら
れ
た
と
す
る
も
の
と
、
南
捺
の
考
え
方
が
あ
る
。

ω精
密
に
は
倭
を
伝
に
作
る
。

ωそ
の
倭
関
俸
に
、
「
門
皇
二
十
年
、
倭
王
:
:
:
遺
伎
諮
問
例
」
と
あ
る
。
門
治
一
一
品
二
十
年
〈
西
紀
六
一
二
年
〉
は
推
古
二
十
年
に
蛍
る
。
ま
に
、
「
内
官
有
十
二

等
、
一
日
大
徳
、
次
小
徳
、
次
大
仁
、
次
小
仁
、
次
大
義
、
次
小
義
、
次
大
雄
、
次
小
躍
、
次
大
智
、
次
小
智
、
次
大
信
、
次
小
信
」
「
苔
一
階
英
王
始
制
冠
」

等
の
文
が
あ
っ
、
推
古
紀
と
一
致
す
る
。

川
別
、
津
田
左
右
士
山
氏
「
天
皇
考
」
(
一
同
氏
著
「
日
本
上
代
史
の
研
究
」
付
録
)
に
詳
し
い
。

付
残
綱
の
文
章
・
語
句
の
異
聞
に
関
し
て
は
、
玉
一
路
山
一
房
韓
佼
書
史
編
雑
史
類
に
，
詳
し
い
。
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ω中
騒
の
一
一
一
五
賠
記
・
枕
中
害
等
の
関
開
設
は
、

l
、
老
子
や
易
の
形
市
上
壌
、

2
、
静
々
(
盤
古
そ
の
地
)
の
誕
生
、

3
、

ハ

揮

天
・
翠
天
等
〉
務
リ
の
袈
繁
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
書
紀
の
関
関
設
は
、
中
密
の
関
開
設
の
型
を
同
学
ん
だ
と
忠
わ
れ
る
駄
が
多
い
。
〈
i
i
こ
れ
も
ま
た
盤
古
に

つ
な
が
る
!

j
〉
百
八
銭
構
造
設
を
そ
の
要
素
と
す
る
と
い
う
勲
一
か
ら
み
て
、
書
紀
一
書
第
五
に
は
、
中
園
の
宣
夜
設
の
影
響
が
み
ら
れ
る
、
一
荒
天
設
は
、
音
盟
国

天
文
志
に
よ
る
と
、
「
天
似
蓑
笠
、
地
法
袈
般
然
、
天
地
各
中
高
外
下
、
北
援
之
下
、
第
天
地
之
中
、
茶
地
最
高
市
務
池
間
関
」
と
設
関
さ
れ
て
い
る
。
高
天

間
協
!
天
之
御
中
主
の
開
関
設
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
来
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

紛
「
天
一
紳
{
究
者
太
一
、
太
一
日
依
田
五
帝
」
(
史
託
封
禅
警
〉
と
さ
れ
、
太
一
の
患
は
、
「
中
宮
天
極
足
、
英
一
明
者
太
一
常
居
也
」
(
史
記
天
官
一
審
)
と
あ
る
よ

う
に
、
中
宮
の
天
犠
忠
一
中
の
一
足
と
さ
れ
、
天
の
中
心
た
る
天
の
北
海
一
に
、
こ
の
榊
は
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
菅
波
尚
一
天
文
志
に
、
つ
敬
、
在
天
J
L
中
」
「
北

桜
之
下
、
第
天
地
之
中
」
と
あ
る
の
は
、
天
の
北
壌
が
、
そ
の
中
心
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
太
一
は
最
高
'
賀
の
天
神
と
し
て
、
こ
こ
に
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
枕
中
警
に
「
一
苅
始
天
王
在
天
中
心
上
、
名
目
玉
京
山
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
一
元
始
天
王
は
す
な
わ
ち
太
一
で
あ
ろ
う
。

飯
島
忠
夫
氏
「
日
本
上
古
史
論
」
五
一
一
良
参
照
。

ω例
え
ば
古
事
記
の
間
関
十
七
一
柳
の
配
列
構
成
は
中
閣
の
思
想
広
従
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
地
積
「
ふ
口
事
記
に
お
け
る
関
関
紳
の
構
e

成
」
小
津
高
校
研
究
誌

品

い

M
u
n

明。
一
ふ
M
A

ω紳
誌
の
高
天
原
に
は
夫
之
香
具
山
が
あ
る
が
、
番
具
山
の
名
は
紳
仙
思
想
の
洗
離
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
高
葉
集
程
一
ニ
・
「
天
降
付
天
之
芳
京

山
」
と
あ
る
芳
氷
山
は
蓬
茶
山
と
管
遁
で
、
香
具
山
を
一
柳
仙
の
山
た
る
蓬
莱
山
に
擬
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ω情
の
馬
繍
の
鐸
史
引
く
。

ω室
町
時
代
の
一
線
衆
良
の
「
日
本
書
紀
纂
疏
」
や
、
最
近
で
は
、
倉
窓
憲
司
氏
「
古
事
記
祝
詞
1

一
〈
山
石
波
、
日
，
本
古
典
文
事
大
系
)
ム
ハ

O
頁
、
松
村
武
雄
氏

「
臼
木
紳
話
の
研
究
」
第
二
各
三
八
一
一
氏
、
一
ニ
八
二
一
丸
等
。

ω太
安
部
侶
の
上
表
文
に
は
、
「
夫
、
混
一
冗
銃
凝
、
気
象
未
致
、
無
名
無
魚
、
誰
知
其
形
、
然
、
乾
坤
初
分
、
参
制
強
化
之
首
、
陰
陽
斯
問
問
、
二
議
群
品
之
秘
」

と
あ
る
。
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
ニ
榊
が
陰
惨
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
こ
の
二
一
時
を
中
践
の
陰
陽
思
想
に
っ
て
理
解
し
喝
な
が
ら
、
安
高
抑
制
が
、
開
制
御

策
頭
の
天
之
御
中
主
を
も
っ
て
大
塩
〈
太
一
〉
と
表
現
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
の
は
、
担
問
な
る
理
由
二
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

締
松
村
武
雄
氏
「
臼
木
紳
話
の
研
究
」
第
二
程
一
一
一
七
一
一
一
一
氏
。

紛
栴
搾
伊
勢
…
一
一
氏
「
記
紀
批
判
」
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
代
表
す
る
名
著
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
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